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世の中で話題になっているニュース等について知り、考えるためのヒントを得られるような資料情報をご紹介します。 

キャッシュレス決済 
 

「非接触エコノミーの台頭（経済気象台）」(朝日新聞 2020 年 12 月 24 日)朝刊 12 頁 

「コロナと家計(下)＝広がるキャッシュレス 「非接触」に安心感」(読売新聞 2021 年 2 月 6日)朝刊 15 頁 

「キャッシュレス 財布は小さく 売り場一変 スマホグッズも」(朝日新聞 大阪版 2021 年 2 月 22 日)夕刊 9頁 

キャッシュレス決済とは、クレジットカード決済のほか、スマートフォンによるＱＲコード決済や電子マネー

決済などを指しています。2018 年に経済産業省が策定した「キャッシュレス・ビジョン」において、キャッシュ

レスとは「物理的な現金（紙幣・硬貨）を使用しなくても活動できる状態」と定義されています。 

2019 年のキャッシュレス・ポイント還元事業（キャッシュレス・消費者還元事業）を利用された方も多いと思

いますが、日本におけるキャッシュレス決済比率は諸外国と比べるとまだ低く、国は普及に向けて様々な施策に

取り組んでいます。また、新型コロナウイルス感染予防のための「新しい生活様式」では、電子決済の利用が推

奨されるなど、キャッシュレス決済はわたしたちの生活に身近なものとなりつつあります。 

ここではキャッシュレス決済に関する取り組みや現状、また基本的なしくみがわかる情報をご紹介します。 

書名・記事名・サイト名 出版情報等 

キャッシュレス 経済産業省 

https://www.meti.go.jp/policy/mono_info_service/cashle

ss/index.html 

 消費者・事業者それぞれに向けた説明資料のほか、キャッシュレス推進政策、過去の政策（キャッシュレス・

消費者還元事業）について知ることができます。キャッシュレス推進政策の中には、マイナポイント事業実施

に伴うキャッシュレス決済端末導入支援事業や日本政策金融公庫の低利融資制度など中小事業者を支援する

取り組みが紹介されています。 

マイナポイント事業 総務省 

https://mynumbercard.point.soumu.go.jp/ 

2020 年９月にスタートした、マイナンバーカードを使って予約・申し込みを行い、選んだキャッシュレス決済 

サービスでチャージや買い物をすると、そのサービスで利用金額の２５％分のポイントがもらえるという事業です。

手続きの方法や事業に関する情報を見ることができます。 

2020 年度 総務省 

統一 QR「JPQR」普及事業 

総務省 

https://jpqr-start.jp/ 

ＪＰＱＲとは、総務省・経済産業省が推進する決済用ＱＲコードの統一規格。こちらのサイトには、生活者向け

のわかりやすい説明と、事業者向けの説明会や申し込みについての案内が掲載されています。また、全国の自治体・

商工団体向けにＪＰＱＲ導入に関するサポートメニューも用意されています。 

特集 キャッシュレス決済導入なら JPQR 『総務省』（通巻 241 号 2021.1）P4-9 東部 

決済用ＱＲコードの統一規格である「ＪＰＱＲ」の普及を中心に、キャッシュレス社会の実現に向けた総務

省の取り組みを紹介しています。 

最近の新聞記事から 

Web 情報 

Web 情報 

Web 情報 

雑誌 
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科学技術基本計画 及び 

科学技術・イノベーション基本計画 

内閣府 

https://www8.cao.go.jp/cstp/kihonkeikaku/index.html 

国の科学技術・イノベーション政策の基本的な枠組みとなるもので、現在は令和３年度から令和８年度を対象と

した第６期となります。第５期計画の中で初めて「Society 5.0」という将来像が示されました。情報社会（Society 

4.0）に続く新たな社会として、「サイバー空間（仮想空間）とフィジカル空間（現実空間）を高度に融合させたシ

ステムにより、経済発展と社会的課題の解決を両立する、人間中心の社会」を意味しています。第６期はそれを継

承・発展させていくものとされています。（第５期までの名称は「科学技術基本計画」です。） 

Society 5.0 時代の持続可能な 

地域社会の構築（総務省重点施策 2020） 

総務省 

https://www.soumu.go.jp/menu_news/s-

news/01kanbo05_02000120.html 

総務省が令和２年度に取り組むべき重点施策をまとめたもの。産業の高度化・新規産業の創出のため、キャッシ

ュレス化によるデータ流通・活用の推進を掲げています。 

家計の金融行動に関する世論調査 知るぽると（金融広報中央委員会） 

http://www.shiruporuto.jp/ 

家計の意識や行動に関するアンケート調査。二人以上世帯と単身世帯に分けて毎年調査が行われています。

いずれの世帯でも日常的な支払いの決済手段としてクレジットカードや電子マネーの割合が増加しているこ

とがわかります。調査結果は、URL から「データ資料室」＞「アンケート調査」に進むと見ることができます。 

決済システムレポート別冊 

キャッシュレス決済の現状 

日本銀行 

https://www.boj.or.jp/research/brp/psr/psrb180928.htm/ 

決済システムについて日本銀行や関係機関の取り組みなどを紹介する決済システムレポートの別冊。2018 年 9 月

のレポートですが、決済手段の傾向や人びとの意識を知ることができます。 

特集 キャッシュレス 『運輸と経済』（81巻 1号 通巻 883 号 2021.1） 

p7-63 中央 

 日本におけるキャッシュレスの現状や課題、また国や自治体などの取り組みが多数紹介されています。 

キャッシュレス・イノベーション 

決済手段の進化と海外事情 

財務相財務総合政策研究所編 

金融財政事情研究会 2019 中央：33804/16 

 スウェーデン・韓国・シンガポール・ドイツなどのキャッシュレス化やデジタル化の事情が異なるいくつかの国

を取り上げ、それぞれの国の実態や抱えている課題を解説しています。 

キャッシュレス決済のしくみと会計実務 ＥＹ新日本有限責任監査法人編 

清文社 2020 中央：338/68 

日本や諸外国におけるキャッシュレス決済の概況や、クレジットカード・ＱＲコード・デビットカード・電

子マネー・仮想通貨などの決済方法ごとの特徴や仕組み、会計処理がわかりやすく解説されています。 

特集 コロナが迫る非接触ビジネス 第１部 『週刊エコノミスト』（98 巻 27 号 通巻 4658 号 2020.7）

p16-37 東部 

 コロナ禍による新たなサービスや技術が紹介されている中、キャッシュレス決済やセルフ・無人レジを導入

する動きについて述べられています。 
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雑誌 

Web 情報 

Web 情報 

Web 情報 

図書 
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